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「ライフサイクルの深度化」から復帰した運転士を中心に12月1日付異動の事前通知が出さ
れたのを受け、11月26日、両分会合同の緊急集会が開催されました。

ライフ復帰者は「運輸のプロ」と呼ばれ、その経験を安全性向上に活かす役割があります。し
かし、ライフ復帰者が他線区へ異動することは、これまでの経験を十分に活かせず、制度の定
着とは逆行してしまいます。このような異動が２年連続で発生しています。

集会では、「本人希望に反する異動でモチベーションが下がる。乗務員を不安にさせ、安全
上問題だ」「人事権を乱用して不安をもたらす会社に魅力を感じない」「人材不足の時代に、20
年以上貢献した社員を大切にしない会社は何だ」など怒りの声が出されました。また、異動の
当該組合員からは「異動が嫌なのではなく、やり方が問題。この先、後輩に同じ思いをさせな
いためにも前に出る」との決意表明がありました。

苦しむ仲間に寄り添い、人間味と納得感のある人事運用で制度を定着させるため、強い怒り
をもって会社と向き合うことを確認し、集会は成功裡に終了しました。


